
令和４年度 全国乳児福祉協議会 事業報告 
 

【重点方針】 

１．「乳幼児総合支援センター」の具現化と関係者への理解促進 

・ 国における施設の機能・役割と人員配置基準、それらを支える措置費のあり方検討

への対応 

・ 市町村等との連携による地域の子育て家庭・妊産婦支援の推進 

・ 「乳幼児総合支援センター」の実現に向けた考え方の周知、理解促進 

２．乳児院における養育の質の向上と支援の充実 

・ 養育・支援の専門性、権利擁護意識の向上のための研修など人材育成の取り組み 

・ 処遇改善に向けた取り組み 

３．新型コロナウイルス感染症への対応 

・ 「ウィズコロナ」「アフターコロナ」における全乳協事業の進め方の検討 

【総括】 

令和 4 年 6月に「児童福祉法等の一部を改正する法律」「こども家庭庁設置法」「こども基

本法」が成立した。その中では全乳協が「乳幼児総合支援センター」で新たな機能として提

唱している「親子」での乳児院利用や、妊娠期から出産後までの支援に関しての制度化が一

部実現されている。 

 このような状況の中、全乳協では重点方針である「乳幼児総合支援センター」の具現化と

関係者への理解促進をめざし、特別委員会を設置した。本委員会では、改正児童福祉法等を

踏まえ「乳幼児総合支援センター」の全体像について再整理することに加え、「乳幼児総合支

援センター」の各機能を活かした支援の実践事例の収集・整理を行った。 

 また、厚生労働省が令和 4 年度に行った調査研究事業に本会役員が参画し、乳児院の実態

等を踏まえた意見出し等を実施した。とくに「里親・ファミリーホーム・施設のあり方の検

討に関する調査研究」に関しては、調査票で確認しようとしているケアニーズについて意見

交換を行った。 

 「乳児院における養育の質の向上と支援の充実」では、「乳児院養育指針」の改訂にむけた

ワーキングチームを設置し、法改正や制度動向等を踏まえ、改訂に向けた方針を整理した。 

さらに、全母協、全養協、全乳協の社会的養護 3種別協議会が協働し、長びく新型コロナウ

イルス感染症の影響による入所児童数の減少をふまえ、要望活動を行い令和 5年度の暫定定

員設定に関しても令和 4年度と同様の特例対応が実現された。 

「ウィズコロナ」「アフターコロナ」を見据え、各事業の趣旨・目的等と照らしながら、参集

とオンラインを活用し以下の事業を行った。 



【事業内容】 

《諸会議の開催》 

１．協議員総会（1回） 

第 1回 令和 4年 5 月 17日(火) オンライン 

  ・ 令和 3年度事業報告(案)について  

・ 令和 3年度決算について  

・ 令和 5年度国家予算要望書について  

・ 令和 4年度全乳協大会・研修会等開催予定について   

 

２．常任協議員会（3回） 

第１回 令和 4年 4 月 28日（木）オンライン 

・ 令和 3年度全乳協事業報告（案）・決算について 

・ 令和 4年度協議員総会の進め方（案）について 

・ 令和 5年度国家予算要望（案）について 

 

第 2回 令和 4年 9 月 29日（木）参集（オンライン用意） 

・ 全乳協事業の進捗について 

・ 令和 5年度予算概算要求行政説明・意見交換について 

・ 行政説明：令和５年度予算概算要求について 

 

第 3回 令和 5年 2 月 7日（火）参集（オンライン用意） 

・ 令和 4年度全乳協事業進捗状況・補正予算（案）について 

・ 令和 5年度全乳協事業計画（案）・予算（案）について 

・ 今後の協議員総会等の開催予定（案）について 

・ 令和 6年度全乳協政府予算要望について（検討） 

 

３．拡大正副会長会議（5回） 

第 1回 令和 4年 4 月 28日（木）参集 

・ 常任協議員会・ブロック協議会会長会議（令和 4年度第 1 回）の進め方について 

・ 令和 3年度全乳協事業報告（案）・決算について 

・ 令和 4年度協議員総会の進め方（案）について 

・ 令和 5年度国家予算要望（案）について 

 



第 2回 令和 4年 6 月 15日（水）参集 

・ 令和 4年度事業の進め方の確認… 資料№１ 

・ 第 71回全国乳児院協議会（香川大会）について… 資料№２ 

・ その他 

 

第 3回 令和 4年 9 月 13日（火）オンライン 

・ 全乳協事業の進捗について 

・ 特別委員会の設置について 

・ 第 71回全国乳児院協議会（香川大会）について 

・ 令和 4年度第 2回常任協議員会の進め方について 

 

第 4回 令和 4年 12 月 26日（月）参集（オンライン用意） 

・ 令和 4年度全乳協事業の進捗について 

・ 令和 5年度全乳協事業方針について 

・ 令和 6年度政府予算要望について 

 

第 5回 令和 5年 2 月 6日（月）参集（オンライン用意） 

・ 常任協議員会・ブロック協議会会長会議（令和 4年度第３回）の進め方について 

・ 令和 4年度全乳協事業進捗状況・補正予算（案）について 

・ 令和 5年度全乳協事業計画（案）・予算（案）について 

・ 今後の協議員総会等の開催予定（案）について 

・ 令和 6年度全乳協政府予算要望について 

 

４．ブロック協議会会長会議（必要に応じ、常任協議員会と合同開催）（3回） 

第１回 令和 4年 4 月 28日（木）オンライン 

・ 令和 3年度ブロック活動助成金使途報告について 

・ その他、各ブロックにおける今後の活動予定や共有すべき課題等について 

 

第２回 令和 4年 9 月 29日（木）参集（オンライン用意） 

・ 各ブロックからの報告・共有事項について 

 

第 3回 令和 5年 2 月 7日（火）参集（オンライン用意） 

・ 各ブロックにおける今後の活動予定や共有すべき課題等について 



５．監査会（１回） 

令和 4 年 5 月 9日（月）参集 

  ・ 令和 3年度 全国乳児福祉協議会事業報告（案）について 

・ 令和 3年度 全国乳児福祉協議会決算について 

・ 令和 4年度協議員総会における監事監査報告について 

 

６．総務委員会（4回） 

第 1回 令和 4年 6 月 28日（火） 

・ 乳児院をめぐる施策の動向について 

・ 令和 4年度総務委員会事業の進め方について 

・ 令和 4年度全乳協「永年勤続者表彰」の決定について（審査委員会） 

・ 第 71回全国乳児院協議会（令和 4 年度・香川県）の企画について 

 

第 2回 令和 4年 7 月 20日（水）文書審議 

・ 第 47回資生堂児童福祉海外研修団員の推薦について 

 

第 3回 令和 4年９月 12日（月） 

・ 第 71回全国乳児院協議会（令和 4 年度・香川県）の運営について 

・ 児童福祉施設の設備及び運営に関する基準等の一部を改正する省令案について 

 

第 4回 令和 5年 1 月 31日（火） 

・ 令和 4年度全乳協事業進捗状況・決算見込みについて 

・ 令和 5年度全乳協事業計画（案）・予算（案）について  

・ 第 72回全国乳児院協議会（令和 5 年度）の企画について 

・ 乳児院における BCPガイドラインについて 

 

７．制度対策研究委員会（3回） 

第 1回 令和 4年 7 月 5日（火） 

・ 乳児院をめぐる施策の動向について 

・ 令和 5年度全乳協国家予算要望に関する厚労省・家庭福祉課との意見交換について 

・ 令和 4年度制度対策研究委員会事業の進め方について 

・ 令和 3年度全国乳児院入所状況実態調査・充足状況調査について 

 



第 2回 令和 4年 9 月 27日（火） 

・ 令和 5年予算概算要求について 

・ 令和 4年度制度対策研究委員会事業の進捗について 

・ 特別委員会の設置について 

・ 令和 5年度概算要求の行政説明・意見交換について 

 

第 3回 令和 5年 1 月 24日（火） 

・ 令和 3年度全国乳児院入所状況実態調査について 

・ 令和 5年度制度対策研究委員会事業計画について 

・ 令和 6年政府予算要望について 

 

８．広報・研修委員会（3回） 

第 1回 令和 4年 7 月 19日（火） 

・ 乳児院をめぐる施策の動向について 

・ 令和 4年度広報・研修委員会事業の進め方について 

・ 第 65回全国乳児院研修会の運営等について 

・ 「乳児保育」№196（令和 4年度第 1 号）の企画について 

・ 第 11 回乳児院上級職員セミナーおよび第 4 回乳児院医療・看護セミナーの企画について 

・ 「乳児院養育指針」の改訂について 

 

第 2回 令和 4年 11 月 30日（水） 

・ 広報・研修委員会の事業進捗について 

・ 第 4回乳児院医療・看護セミナーについて 

・ 第 11回乳児院上級職員セミナーの企画について 

・ 「乳児院養育指針」の改訂について 

 

第 3回 令和 5年 1 月 18日（水） 

・ 第 11 回乳児院上級職員セミナーおよび第 4 回乳児院医療・看護セミナーの運営について  

・ 乳児保育 No197について 

・ 令和 5年度広報・研修委員会事業について 

・ 第 66回全国乳児院研修会について 

・ 乳児院養育指針の改訂について 

 



《総務活動》 

１．乳児院における養育の質の向上と支援の充実に向けた振り返り 

（１）「『乳児院における養育の質の向上と支援の充実』を実現するための行動方針」を踏ま

えた取り組みの促進 

〇全乳協要覧に「乳児院 倫理綱領」、「より適切なかかわりをするためのチェックポイ

ント」等を掲載し、意識づけと周知に努めた。 

 

（２）権利擁護意識の向上のための取り組み 

○福祉施設・事業所における不適切な事案が複数確認されたことを受け、児童関係 5種

別協議会共同で「権利擁護セミナー」を開催することとして今後準備を進める（5 種別

会長会議）。 

 

（３）養育・支援の振り返り体制等の強化（自己評価、第三者評価事業の活用による養育・

支援の質の向上） 

〇令和 5年 2 月 10 日（金）～令和 5年 3 月 10日（金）の期間動画配信にて開催された

令和 4 年度社会的養護関係施設 第三者評価事業「評価調査者」養成研修会において「乳

児院の現状と今後のあり方」について柴崎副会長が講義を行った。 

 

（４）乳児院における業務継続計画（BCP）の検討・提示 

○乳児院における業務継続計画（BCP）について、ひな型を作成して全乳協ホームページ

の会員専用ページにて公開した。 

・ 乳児院におけるＢＣＰガイドライン（自然災害時） 

・ 乳児院におけるＢＣＰガイドライン（新型コロナウイルス感染症） 

 

２．組織活動と連絡調整 

（１）「ウィズコロナ」「アフターコロナ」における全乳協事業の進め方の検討 

○令和２年度総会にて災害見舞金規則を改正し新型コロナウイルス感染症も災害の一

つとして運用を開始している。令和４年度は新型コロナウイルス感染症による被害を受

けた計 18施設に各 10 万円の災害見舞金により見舞の意を表した。 

 

（２）運営内規、諸規則の管理 

○運営内規、諸規則に基づき協議会運営を行った。 

 



（３）ブロック協議会活動への助成、情報提供等協力 

○「ブロック協議会助成金規則」に基づき、令和 4年 6月、６ブロックに対し計 1,658,000

円を助成した。 

○ブロック協議会会長会議等により、各ブロック協議会との情報共有を図った。 

 

（４）乳児院における人材確保の取り組みの検討 

○令和４年度厚生労働省補助事業「社会的養護魅力発信事業」（実施主体：NPO法人チャ

イボラ）への参画を会員施設に対して呼びかけた。 

 

（５）寄贈・寄付の調整・受け入れ等、企業等による社会貢献活動に対する協力 

○公益財団法人資生堂子ども財団が実施する資生堂児童福祉海外研修への乳児院職員

の派遣調整を行った。（毎年継続） 

○日本ベビーフード協議会から全国の乳児院へのベビーフード寄贈の受け入れ調整を

行った。（毎年継続） 

○明治ホールディングス株式会社から全国の乳児院への液体ミルク寄贈の受け入れ調

整を行った。（毎年継続） 

 

（６）乳児院への各種助成事業への対応 

○株式会社ジェイ・ストームの寄付による「幼い子どものゆたかな育ち応援助成」（七五

三のお祝い助成）の実施に協力し、108施設に計 13,093,215円を助成、471人の乳児院

入所児を支援した。 

 

（７）全乳協要覧の作成、配布 

○令和 4年 8 月に会員施設および厚労省等関係機関に配布した。 

 

（８）全社協・退所児童等支援事業への参画 

○全国退所児童等支援事業連絡会に栗延総務委員長が参画し、事業協力を行った。 

〇退所児童等支援事業全国セミナー（全国社会福祉協議会） 

会 場：全国社会福祉協議会灘尾ホール 

期 日：令和 5年 3 月 13日 

受講者：145 名（うち乳児院受講者 10名） 

 

 



３．全国乳児院協議会の企画内容の検討と実施、参加促進 

（１）「第 71 回全国乳児院協議会」（大会）の開催 

〇会 場：JRホテルクレメント高松（香川県高松市） 

期 日：令和４年 10 月６日（木）～７日（金） 

参加者：262 名（会場：135 名、アーカイブ：127 名） 

参加費：18,000円（会場）、8,000円（アーカイブ） 

プログラム概要： 

・ 全国乳児福祉協議会会長表彰（永年勤続者） 

・ 特別講演「生れてよかった、と子どもたちが思える社会をつくるために」 

（NPO 法人わははネット理事長 中橋 惠美子氏） 

・ 行政説明「乳児院をめぐる制度等の直近の動向などについて」 

（厚労省・河村家庭福祉課長） 

・ 基調報告（全乳協・平田会長） 

・ シンポジウム 社会的養護の変革期！『乳幼児総合支援センター』に今求められ

るもの～乳児院のめざすべき方向性とは～（全乳協からは横川副会長、柴崎副会長

が登壇） 

 

（２）「第 72 回全国乳児院協議会」（大会）の準備 

〇会 場：ホテルニュー長崎（長崎県・長崎市） 

期 日：令和 5年 10 月 5日（木）～6 日（金） 

 

４．令和４年度全乳協会長表彰（永年勤続者）の実施 

○第 71 回全国乳児院協議会において、乳児院職員 63 名への永年勤続者表彰を実施し

た。 

 

《制度対策研究活動》 

１．「乳幼児総合支援センター」の具現化 

（１）国における施設のあり方等の検討への対応 

○令和 4 年 5 月 17 日に「厚生労働省との社会的養護３種別合同勉強会」を全養協、全

母協の３種別合同で行い、乳児院で生活する子どもについて意見交換を実施した。 

○令和 4 年 6 月 15 日に乳児院で生活する子どもが持つケアニーズと養育について全乳

協役員と厚生労働省家庭福祉課との勉強会を行った。 



〇令和 4年 11月 28日に開催された第 1 回「里親・ファミリーホーム・施設のあり方の

検討に関する調査研究」検討委員会ワーキングに正副会長・委員長が参加し、調査研究

の実施方法や内容について意見を述べた。 

 

（２）特別委員会の設置・検討 

〇令和 4年度改正児童福祉法等の動向に照らし「乳幼児総合支援センター」の具体化に

向けた各機能や体制等について検討した。 

〇「乳幼児総合支援センター」の全体像について再整理することに加え、「乳幼児総合支

援センター」の各機能を活かした支援の実践事例を収集・整理した。 

 日 程    

➢ 令和 4 年 11 月 29 日(土) 

➢ 令和 4 年 12 月 7日（水） 

➢ 令和 5 年 1 月 5日（木） 

➢ 令和 5 年 1 月 30日（月） 

《構成メンバー》 

 

（３）「乳幼児総合支援センター」の実現に向けた理解促進 

〇第 71 回全国乳児院協議会基調報告において説明を行うとともに、シンポジウムにお

いて「乳幼児総合支援センターに今求められるもの～乳児院のめざすべき方向性とは～」

として実施した。 

委員長 増沢 高 子どもの虹情報研修センター 副センター長 

副委員長 横川 哲 乳幼児ホームかがやき 副会長 

委 員 中板育美 武蔵野大学 看護学部 看護学科  教授 

委 員 平田ルリ子 清心乳児園 会長 

委 員 柴崎順三 康保会玉淀園 副会長 

委 員 大和謙二 大阪乳児院 副会長 

委 員 栗延雅彦 和泉乳児院 総務委員長 

委 員 松尾みさき 善友乳児院 制度対策研究委員長 

委 員 都留和光 二葉乳児院 広報研修委員長 



〇「乳児保育」No.196において第 71回全国乳児院協議会の誌上報告を行った。 

 

２．こども家庭庁創設の動きへの対応 

〇令和 4年 10月 11日に開催された「全社協福祉懇談会」に正副会長が出席し、職員配

置の抜本的な改善、こども家庭庁におけるこども施策や改正児童福祉法に基づく施策の

推進に向けた予算確保等を要望した。 

 

３．調査研究の実施、公表、活用促進 

（１）「全国乳児院入所状況実態調査・充足状況調査」の実施 

○令和 3 年度の状況に関する調査について、調査票を一部見直し、令和 4 年 11 月に実

施した。調査結果を取りまとめた報告書を令和 5年 4月に発行予定。 

 

（２）その他必要に応じたデータ収集と関係調査への協力 

○令和 4年 9 月、会員施設に対して「乳児院における多機能化事業受託および加算職員

の配置等に関する緊急調査」を実施した。 

 

４．政策・予算対策活動 

（１）令和 5 年度予算等要望の実施、翌年度予算要望の検討 

○令和 4 年 6 月 15 日付で、厚生労働大臣に対し令和５年度全乳協国家予算要望を実施

した。要望書は厚労省・家庭福祉課に提出し、６月 15日に意見交換を行った。 

○令和 5 年度厚労省概算要求等については令和４年９月の常任協議員会で説明を受け、

意見交換を行った。 

〇令和 4年 8 月 2 日、昨今の国際情勢などに起因する原油価格や食材料費等の急激な高

騰による社会的養護関係施設の運営への大きな影響に鑑み、全養協、全母協の３種別共

同による要望を行った。（「急激な物価変動に係る経費上昇に関する要望書」） 

〇令和 4 年 4 月 19 日に開催された自民党「社会福祉推進議員連盟」第９回総会におい

て、子どもの権利と最善の利益を守るために、全養協、全母協の３種別共同による要望

を行った。 

〇令和 4年 10月 11日に開催された「全社協福祉懇談会」に正副会長が出席し、職員配

置の抜本的な改善、こども家庭庁におけるこども施策や改正児童福祉法に基づく施策の

推進に向けた予算確保等を要望した。（再掲） 

〇令和 4 年 11 月 11 日に開催された自民党「社会福祉推進議員連盟」第 10 回総会に平

田会長が出席して職員配置の拡充等について要望を行った。 



（２）厚労省・社会保障審議会児童部会社会的養育専門委員会等への参画 

〇厚生労働省が行う以下の調査研究事業に役員が参画し、乳児院の実態等を踏まえた意

見出し等を実施した。 

事業名 委員 

児童福祉施設等における栄養管理や食事の提供の支援に関す

る調査研究 検討委員会 

静岡恵明学園乳児院  

杉村 智惠 副園長 

里親支援センター（仮称）の設備・運用基準、第三者評価のあ

り方に関する調査研究委員会 

平田 ルリ子  

全乳協会長 

児童養護施設や乳児院の小規模化・地域分散化における本体

施設のバックアップ体制に関する調査研究委員会 

二葉乳児院 

都留 和光 院長 

「里親・ファミリーホーム・施設のあり方の検討に関する調査

研究事業」ワーキンググループ 

横川 哲  

全乳協副会長 

令和４年度社会的養護経験者等ネットワーク形成事業に係る

特別養子縁組実行委員会 

かのや乳児院 

躯川 恒 施設長 

 

（３）全社協・政策委員会、社会福祉施設協議会連絡会等への参画 

〇全社協の各種委員会等に役員が参画し、社会福祉をめぐる諸課題について他種別協議

会との協議を行った。 

 

（４）その他 

〇令和 5 年 2 月 27 日に開催された自民党「こども・若者」輝く未来実現会議に横川副

会長が出席し乳児院をめぐる状況について報告するとともに、参加した議員と意見交換

を行った。 

 

５．新型コロナウイルス感染予防に向けた対応 

〇 新型コロナウイルス感染症の影響や課題等について、厚生労働大臣宛ての令和５年

度国家予算要望書を厚労省子ども家庭局中野孝浩家庭福祉課長（当時）に手交した。 

〇 令和 5 年 2 月 22 日、「新型コロナ禍において入所児童等の命と生活を守り育むため

の要望」を全養協・全乳協との共同要望として、厚生労働省子ども家庭局河村のり子家

庭福祉課長（当時）に提出した。結果、令和 5年度の暫定定員算定については、昨年度

同様に令和 2～4年度を除外して算定ができる旨、厚生労働省子ども家庭局長通知「『児

童福祉法による児童入所施設措置費等国庫負担金について』に盛り込まれた。 

 



《広報・研修活動》 

１．養育の質の向上等のための人材育成等の取り組みの強化 

（１）研修小冊子の普及による各地での研修実施の働きかけ 

○全乳協ホームページで公開している研修小冊子、同活用教材の普及を進めた。 

・「新任職員にむけた研修小冊子」：143 部を有償頒布 

・「中堅職員にむけた研修小冊子」：103 部を有償頒布 

 

（２）処遇改善に向けた社会的養護処遇改善加算への対応 

○第 65 回全国乳児院研修会、第 11 回乳児院上級職員セミナー等を新型コロナウイルス

感染防止のためオンラインで実施するにあたり、社会的養護処遇改善加算の対象研修要

件を踏まえプログラムの検討を行った。 

 

２．養育・支援の専門性、権利擁護意識の向上のための研修会等の開催、他団体研修事業へ

の協力 

（１）「第 65 回全国乳児院研修会」の開催 

○新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、動画配信およびライブ配信により実施

した。 

参加者：324 名  参加費：10,000円 

①動画配信 

期 間：令和 4年 7 月 6日（水）～8 月 3 日（水） 

プログラム概要： 

・子どもの人権の保障と児童福祉（くれたけ法律事務所・池田氏） 

・乳児院の今すでにある医療的、発達的専門性（全乳協・大和副会長） 

②ライブ配信 

日 時：令和 4年 7 月 25日（月） 

プログラム概要： 

・基調報告「乳幼児総合支援センターをめざして」（全乳協・横川副会長） 

・実践発表「ライフストーリーワークの実践」 

（講師：立命館大学衣笠総合研究機構・徳永氏、実践発表：かのや乳児院・躯川氏、 

高知聖園ベビーホーム・中越氏） 

・資生堂児童福祉海外研修報告（清心乳児園・山口氏） 

 

 



（２）「第 66 回全国乳児院研修会」の準備 

〇 会 場：岐阜県・高山市 

〇 期 日：令和５年７月 6 日～7 日（予定） 

 

（３）「第 11 回乳児院上級職員セミナー」の開催 

○新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、動画配信およびライブ配信により実施

した。 

参加者：126 名  参加費：10,000円 

①動画配信 

期 間：令和５年 2 月 1日(水)～17日(金) 

プログラム概要： 

・乳幼児総合支援センターの実現に向けて（全乳協・平田会長） 

・上級職員に求められるチームアプローチ、スーパービジョン 

（全乳協・潮谷常任協議員） 

・乳児院のアセスメントの専門性とは（全乳協・増沢常任協議員） 

・「支援者支援～組織としてのメンタルヘルス対応～」（日本社会事業大学・藤岡氏） 

②ライブ配信 

日 時：令和 5年 2 月 22日(水) 

・乳児院に求められるフォスタリング（二葉乳児院・長田氏） 

・上級職員に求められるチームアプローチ、スーパービジョン 

（全乳協・潮谷常任協議員） 

 

（４）「第４回乳児院医療・看護セミナー」の開催 

○新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、動画配信およびライブ配信により実施

した。 

参加者：162 名  参加費：10,000円 

①動画配信 

期 間：令和５年 2 月 1日(水)～17日(金) 

プログラム概要： 

・改訂新版 乳児院養育指針を読む（全乳協・大和副会長） 

・育てにくい子をどう育てるか（全乳協・大和副会長） 

・アトピー（FFP）を含めたアレルギー対応について（国立病院機構三重病院・藤澤氏） 

・乳児院における病児ケア（医療的ケア）について（全乳協・今井委員） 



②ライブ配信 

日 時：令和 5年 3 月 3日(金) 

プログラム概要：講義動画の質疑応答 

 

（５）社会的養護を担う児童福祉施設長研修会の共催 

○新型コロナウイルス感染防止のため、動画視聴によるオンラインで実施した。 

動画配信期間：令和 4 年 12 月 5日（月）～16日(金) 

受講者：486 名（うち乳児院受講者 75名） 

 

（６）ファミリーソーシャルワーク研修会の共催 

〇会 場：中央福祉学院（ロフォス湘南）  

 期 日：①令和 5 年 1月 30日（月）～1月 31 日（火）  

     ②令和 5年 2 月 11日（土）～2 月 12日（日）  

受講者：①174名（うち乳児院受講者 33 名） 

      ②178名（うち乳児院受講者 36 名） 

 

（８）「子どもの虹情報研修センター」研修事業への協力 

○杉村常任協議員が参画し、事業の企画・運営に協力するなど連携を図った。 

 

（９）「西日本こども研修センターあかし」研修事業への協力 

○栗延総務委員長が参画し、事業の企画・運営に協力するなど連携を図った。 

 

３．その他、乳児院に関する広報・啓発活動 

（１）「乳児院養育指針」の改訂による普及と活用促進 

○371 部を有償頒布した。 

○養育指針の改訂にむけたワーキングチームを設置し、改訂にむけた方針を整理し、改

訂作業を実施した（改訂第５版）。引き続き検討が必要な箇所については、次年度第 6版

として改訂することとした。 

※第 5 版は、令和 5 年 5月中に発行予定（会員施設には 1冊を無料で配布予定） 

 

（２）機関誌「乳児保育」の作成と頒布普及（全施設対象／年２回／有償頒布あり） 

○令和 4 年 12 月に No.196 を発行。第 71 回全国乳児院協議会の誌上報告や、乳児院に

おける人材確保に関する取り組みなどを取り上げた。 



○令和 5 年 3 月に No.197 を発行。内閣官房こども家庭庁設立準備室よる「こども家庭

庁の創設」、「こども基本法」に関する概説や、乳児院における権利擁護に関する取り組

みなどを取り上げた。 

 

（３）全乳協ホームページの管理運用 

〇会員専用ページを活用し、会員施設等に向けた情報提供の充実を図った。 

 

（４）「全乳協ニュース」の発行（全施設対象／随時） 

○乳児院をめぐる情勢の動向や全乳協の対応・取り組みなどの情報を随時発信した（計

12号を発行）。 

 

＜全国乳児院協議会・全国乳児院研修会 開催地一覧＞ 

 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 

協議会 

(大会) 

第 63 回 

東海･北陸 

（愛知県） 

 

＊永年勤続者表彰 

第 64 回 

中国･四国 

（高知県） 

 

＊永年勤続者表彰 

第 65 回 

関東･甲信越静 

（新潟県） 

＊大臣表彰 

＊永年勤続者表彰 

第 66 回 

九州 

（宮崎県） 

 

＊永年勤続者表彰 

第 67 回 

東北･北海道 

（北海道） 

 

＊永年勤続者表彰 

第 68 回 

東海･北陸 

（三重県） 

 

＊永年勤続者表彰 

研修会 

第 57 回 

関東･甲信越静 

（茨城県） 

第 58 回 

東海･北陸 

（石川県） 

第 59 回 

東北･北海道 

（岩手県） 

第 60 回 

中国･四国 

（鳥取県） 

第 61 回 

近畿 

（和歌山県） 

第 62 回 

関東･甲信越静 

（山梨県） 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

協議会 

(大会) 

第 69 回 

近畿 

（京都府） 

 

＊永年勤続者表彰 

（新型コロナウ

イルス感染症を

めぐる状況から

次年度に延期） 

第 70 回 

関東･甲信越静 

（東京都） 

＊大臣表彰 

＊永年勤続者表彰 

第 71 回 

中国･四国 

（香川県） 

 

＊永年勤続者表彰 

第 72 回 

九州 

（長崎県） 

 

＊永年勤続者表彰 

第 73 回 

東北･北海道 

（秋田県） 

 

＊永年勤続者表彰 

研修会 

第 63 回 

九州 

（沖縄県） 

第 64 回 

(オンライン) 

第 65 回 

(オンライン) 

第 66 回 

東海･北陸 

（岐阜県） 

第 67 回 

近畿 

（奈良県） 

 

  



《児童福祉施設関係種別協議会との協働事業》 

１．児童福祉の課題や諸制度への対応 

・ 児童福祉関係種別協議会会長会議への参画と協働活動 

・ 必要に応じた合同会議の開催等 

２．社会的養護を支える施設長、職員のための研修 

・ 社会的養護を担う児童福祉施設長研修会の共催 

・ ファミリーソーシャルワーク研修会の共催 

 

《全国社会福祉協議会との連携》 

１．全社協／理事会（総務部） 

２．全社協／政策委員会（政策企画部） 

３．全社協／福祉サービスの質の向上推進委員会（政策企画部） 

４．全社協／社会福祉施設協議会連絡会（法人振興部） 

５．全社協／社会的養護を担う児童福祉施設長研修会（児童福祉部） 

６．全社協／ファミリーソーシャルワーク研修会企画委員会（中央福祉学院） 

７．全社協／福祉施設長専門講座運営委員会（中央福祉学院） 

８．全社協／国際社会福祉基金委員会（国際部） 

９．全社協／退所児童等支援事業（児童福祉部） 

 

《他団体との連携》 

１．健やか親子 21 推進協議会 

２．社会福祉法人福利厚生センター 

３．社会福祉法人横浜博萌会／子どもの虹情報研修センター 

４．一般財団法人あかしこども財団／西日本こども研修センターあかし 

５．公益財団法人全国里親会 

６．特定非営利活動法人児童虐待防止全国ネットワーク 

 

《厚労省の審議会等》 

１．社会保障審議会児童部会社会的養育専門委員会 

 


